
The Center of Healthy Aging Innovation 〜 真の社会イノベーションを実現する「⾰新的『健やか⼒』創造拠点」〜

認知症・⽣活習慣病研究とビッグデータ解析の融合による
画期的な疾患予兆発⾒の仕組み構築と予防法の開発
認知症・⽣活習慣病研究とビッグデータ解析の融合による
画期的な疾患予兆発⾒の仕組み構築と予防法の開発
認知症・⽣活習慣病研究とビッグデータ解析の融合による
画期的な疾患予兆発⾒の仕組み構築と予防法の開発

⽂部科学省 ⾰新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）

将来の社会ニーズ︓早期予兆発⾒による疾患予防法の開発，認知症患者へのサポート
「疾患後のニーズに応じた⾼度医療」から「疾患の発症・重症化を早期に予防する先制医療への転換」へ

1. ビッグデータを⽤いた疾患予兆法の開発
①コホート研究・ビッグデータ解析
②予兆発⾒のアプリケーション開発
③予兆発⾒アルゴリズムの開発
④医療機関連携システムの開発
⑤オミックス解析ツールの開発
⑥健康度検査システムの開発
⑦疾患予兆バイオマーカーの開発
⑧内臓脂肪蓄積要因の解明
⑨疾患と⼝内環境及び睡眠実態の関連性の解明
⑩⽣活活動データの収集
⑪認知症早期検出マーカーの開発
⑫メタボローム解析による健康評価法の開発
⑬冷えとフレイルの関連因⼦の探索
⑭⽔分摂取と健康との関係
⑮婦⼈科疾患とエクオールの関係
⑯⾝体運動特徴と健診項⽬との関連性分析
⑰疾病負担推計と費⽤対効果評価
⑱新規追跡調査
⑲未病予測モデルの開発
⑳疾患予兆アルゴリズムの開発
㉑健康と栄養・暮らし向きの関係解析
㉒味覚と健康状態の関係性解析
㉓代謝産物によるデジタルリスクスクリーニングの確⽴
㉔⽣体関連因⼦の関係性解明
㉕広範な保健医療福祉情報の利活⽤⽅法

【参画機関】 弘前⼤学 ，九州⼤学，東京⼤学（⼤学院医学系研究科，医科学研究所，
⼤学院薬学系研究科），名古屋⼤学，京都⼤学，東京医科⻭科⼤学，京都府⽴
医科⼤学，マルマンコンピュータサービス，東北化学薬品，テクノスルガ･ラボ，
エーザイ，花王，ライオン，オムロンヘルスケア，シスメックス，ヒューマン・
メタボローム・テクノロジーズ，クラシエホールディングス，サントリー⾷品
インターナショナル，⼤塚製薬，産総研，ハウス⾷品，ミルテル，ファンケル，
医薬基盤・健康・栄養研究所，九州⼤学⼤学院⻭学研究院，味の素，⼤正製薬，
ICI，⻘森県，弘前市

①意思決定サポートセンターの設置
②⾼齢者の⾒守り・防犯システムの開発
③活動評価システムの開発
④財産管理⽀援システムの開発

【参画機関】京都府⽴医科⼤学，中央⼤学，慶応義塾⼤学（理⼯，
医学部），京都府⽴⼤学，志學館⼤学，公⽴はこだて未来⼤学，徳島⼤学，
同志社⼥⼦⼤学，京都銀⾏，ベネッセスタイルケア，IIJ グローバル
ソリューションズ，三井住友信託銀⾏，⼤⽇本印刷 住友林業，
みずほリサーチ＆テクノロジーズ , エルブズ , マネーフォワード , 京
都信⽤⾦庫，SOMPO 未来研究所，三菱 UFJ 銀⾏，
三井住友銀⾏，伊予銀⾏，住友⽣命保険，みずほ銀⾏，第⼀⽣命保険，
アスコエパートナーズ，第⼀フロンティア⽣命保険，東京海上⽇動
⽕災保険，三井住友海上プライマリー⽣命保険

【参画機関】弘前⼤学，九州⼤学，京都府⽴医科⼤学，
     名桜⼤学，和歌⼭県⽴医科⼤学 , 京都⼤学 , 
               東京⼤学医科学研究所

【COI 健康・医療データ連携推進機構】
委 員 ⻑︓弘前⼤学 COI 拠点⻑・全体・研究統括（RL）/ 学⻑特別補佐（COI）/
                    健康未来イノベーションセンター⻑ / ⼤学院医学研究科 特任教授
     中路 重之
副委員⻑︓公益社団法⼈ 久⼭⽣活習慣病研究所 代表理事
     清原 裕
各拠点︓弘前⼤学 COI，東京⼤学 COI，京都⼤学 COI，北海道⼤学 COI
東北⼤学 COI，北⾥⼤学 COI，名古屋⼤学 COI，⽴命館⼤学 COI，
東京⼯業⼤学 COI，⼤阪⼤学 COI，広島⼤学 COI，川崎市産業振興財団，
⾦沢⼯業⼤学 COI
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マルマンコンピュータサービス / 東北化学薬品 / テクノスルガ・ラボ / 栄研 /イオン東北 /カゴメ / エーザイ /
花王 / 協和発酵バイオ / ライオン / オムロンヘルスケア / シスメックス / ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ /
ベネッセコーポレーション / ⽇本コープ共済協同組合連合会 / クラシエホールディングス / ローソン /
サントリー⾷品インターナショナル / ⼤塚製薬 / ハウス⾷品 / アツギ / ファミリークッキングスクール / ミルテル /
明治安⽥⽣命保険 / ファンケル / ⻘森銀⾏ / みちのく銀⾏ / 味の素 / ⼤正製薬 / シルタス /ICI / 現代けんこう出版 /
シバタ医理科 /
京都銀⾏ / ベネッセスタイルケア/IIJ グローバルソリューションズ/ 三井住友信託銀⾏/⼤⽇本印刷 / 住友林業 /
みずほリサーチ＆テクノロジーズ / エルブズ / マネーフォワード / 京都信⽤⾦庫 /SOMPO 未来研究所 /
三菱 UFJ 銀⾏ / 三井住友銀⾏ / 伊予銀⾏ / 住友⽣命保険 / みずほ銀⾏ / 第⼀⽣命保険 / アスコエパートナーズ /
第⼀フロンティア⽣命保険 / 東京海上⽇動⽕災保険 / 三井住友海上プライマリー⽣命保険
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国際標準化
海外展開

事業終了後の⾃律的な
イノベーション創出
〜特許取得，市場展開による収益〜
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向けた
⾃律に
向けた
仕組み

若者から⾼齢者までの健康
⾼齢者の安⼼
寿命延伸の実現
〜⼈⽣100年時代ヘルスケアシティ〜
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弘前⼤学
九州⼤学/ 東京⼤学（⼤学院医学系研究科，医科学研究所，⼤学院薬学系研究科 /
名古屋⼤学/ 京都⼤学/ 東京医科⻭科⼤学 / 京都府⽴医科⼤学/ 名桜⼤学 /

 和歌⼭県⽴医科⼤学 / 九州⼤学⼤学院⻭学研究院 / ⻘森⼤学 / 名城⼤学 /
 COI 健康・医療データ連携推進機構（事務局）/
 中央⼤学 / 慶応義塾⼤学 ( 理⼯，医学部)/京都府⽴⼤学 /
 志學館⼤学 /公⽴はこだて未来⼤学/ 徳島⼤学 / 同志社⼥⼦⼤学

予兆発⾒システム
⾰新的アンチエイジング法
認知症サポートシステム

医学的評価，⼤規模社会実証
住⺠へのフィードバック
医学的評価，⼤規模社会実証
住⺠へのフィードバック
医学的評価，⼤規模社会実証
住⺠へのフィードバック
医学的評価，⼤規模社会実証
住⺠へのフィードバック

開発開発開発開発

innovationinnovationinnovationinnovation
①新たな健康増進の啓発・普及⽅法の構築，
 健康づくり活動の展開
②画期的アンチエイジング法の開発
③予兆に基づくアラートシステムの構築
④健康改善製品の開発
⑤「健康な⾷事」提供サービス
⑥「⾷⽣活改善」の提案
⑦疾病予防⾷材，⾷習慣による予防法
⑧メタボリスク低減ソリューションの開発
⑨新たな健康⼿法の開発
⑩⼝腔機能と睡眠の改善による疾患予防法の開発
⑪⽣活活動データを活かした健康づくり
⑫健康教育プログラムの開発
⑬「⾷⽣活の改善」と「運動の場づくり」
⑭冷え関連因⼦制御素材の探索
⑮減塩レシピの開発
⑯体型補正下着の効果検証
⑰健康価値のある商品づくり
⑱未病教育ツールの開発
⑲QOL健診の検証と社会実装
⑳QOL健診の検証と社会実装
㉑医薬品の適正使⽤とセルフメディケーションの推進
㉒栄養バランスを整えるソリューション開発
㉓肌、⽪脂、頭⽪、⽑髪データ解析から健康ソリューションの確⽴
㉔⾷品購買⾏動分析
㉕地域保健活動の活性化

【参画機関】弘前⼤学，マルマンコンピュータサービス，テクノスル
ガ・ラボ，栄研，イオン東北，カゴメ，花王，協和発酵バイオ , ライオン，
オムロンヘルスケア，ベネッセコーポレーション，⽇本コープ共済
協同組合連合会，クラシエホールディングス，ローソン，アツギ，ファ
ミリークッキングスクール，明治安⽥⽣命保険，⻘森県産業技術セ
ンター，⻘森銀⾏，みちのく銀⾏，⻘森⼤学，味の素，シルタス，
名城⼤学，現代けんこう出版，シバタ医理科，⻘森県，弘前市
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2. 予兆因⼦に基づいた予防法の開発 3. 認知症サポートシステムの開発

4. 拠点間データ連携

 ⽇本は世界⼀の⻑寿国であり，１０年後は加齢による脳卒中や認知症の急増が避けられません。医療費増⼤の原因となっている発病後の⾼度医療ではなく，
疾患の発症防⽌や重症化を早期に予防する「予防医療」「先制医療」「精密医療」「プレシジョンヘルスケア」へのビジネスモデルへの転換が叫ばれています。
 本拠点では産学官が⼀体となり，弘前⼤学が有している 2000-3000の超多項⽬健康ビッグデータを活⽤し，早期発⾒の仕組みを構築し，予兆に基づいた予防法を
開発します。10年後，誰もが健康で⽣き⽣きと暮らせる⻑寿健康社会を⽬指します。

⼯藤 寿彦  弘前⼤学 COI 拠点 事業統括 (PL)/マルマンコンピュータサービス（株） 常務取締役中路 重之 弘前⼤学COI 拠点⻑・全体・研究統括（RL）/学⻑特別補佐（COI）/
       健康未来イノベーションセンター⻑/ ⼤学院医学研究科 特任教授
村下 公⼀ 弘前⼤学 COI 副拠点⻑・戦略統括（SL）/ COI 研究推進機構 機構⻑補佐 /
       健康未来イノベーションセンター副センター⻑・教授（企画担当）        
        

安川 拓次 弘前⼤学 COI 副拠点⻑・社会実装統括 (IL)/
                  ⼤学院医学研究科 アクティブライフプロモーション学研究講座 特任准教授

和⽥ 啓⼆ 弘前⼤学 COI 拠点 社会実装副統括 (SIL)/
                       ⼤学院医学研究科 フレイル予防学研究講座 助教

超⾼齢化社会の到来・１０年後の社会を変えるために･･･

⻘森県は⾼齢化先進地域 の⼀つであり，⽇本⼀の短命県です。弘前⼤学では今から17年前，この現状をなんとかしようと，⻘森県弘前市岩⽊地区を対象に，岩
⽊健康増進プロジェクトを開始しました。
 このプロジェクトでは，毎年約300名のスタッフが約 1,000 ⼈の住⺠を対象に膨⼤な健診を⾏うと共に，運動・健康教室を開催し，蓄積された研究成果を住⺠に
還元しています。また，数年前からは⼩中学⽣を対象とした健診も⾏い，⼦ども達に健康に対する意識を芽⽣えさせる活動も⾏っています。

すべては⽇本⼀の短命県である⻘森県をなんとかしなくてはならない︕という熱い気持ちから始まったプロジェクト。しかし，今やこのプロジェクトは⻘森県だ
けでなく，世界にイノベーションを巻き起こす可能性のある2000-3000 の超多項⽬健康ビッグデータへと成⻑しました。

縦に深い・住⺠との篤い信頼関係が⽣んだ 2000-3000の超多項⽬健康ビッグデータ

伊東 健    健康未来イノベーションセンター 副センター⻑（研究担当）/
       ⼤学院医学研究科 分⼦⽣体防御学講座 教授


